
2026 年度 東北工業大学大学院 博士（前期）課程 入学試験（1期） 

工学研究科 専門科目（土木工学基礎） 

 

【解答例】 

第 1問 
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【出題意図】 

土木工学専攻において専門知識の修得が可能か否について、静定構造物の構造解析の基礎

（反力、断面力の算定）の到達度を確認することを出題意図とした問題です。 

  



第 2問 
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【出題意図】 

土木工学を基盤とする都市工学が担う範囲は多岐にわたるが、その基礎となる分野の一つ

である水理学について基本原理の理解度を計るため、管水路、静水圧、開水路について問

うています。これらの問題は水理学の基礎的な知識を必要とはするものの、都市工学分野

における専門的な研究を遂行するにあたり必要な能力・知識となるものです。 

  



第 3問 
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【出題意図】 

地盤工学における基礎現象に対する理解度を確認することを目的として、圧密、せん断、

土圧の 3分野から問題を出題した。これらの問題は、地盤の変形特性や強度特性、ならび

に土中における応力状態といった基本概念の理解を必要とするものであり、地盤材料の力

学的挙動を適切に把握・解釈するための基礎的な能力を評価することを意図している。 

  



第 4問 
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【出題意図】 

土木工学専攻において専門知識の修得が可能か否について、曲げが作用する鉄筋コンクリ

ート断面の弾性域でのコンクリート及び鉄筋の応力、ひずみに関する理解度の確認を出題

意図とした問題です。 


